
禁煙科学 8巻(2014)-07-P22 

 

■Vol.28 

(No.391) 第13話 喫煙者は不利 

－喫煙者は不利な世の中... 

 ７月になりました。３年生の皆さんにとっては、そろそろ卒業後の進路を

決める時期に入りました。というのも企業からの求人票の受付が開始される

からです。求人票とは、来年の４月に採用を予定している人数や仕事の内

容、それに給料などの待遇が記載されている書類の事で、和工の卒業生を採

用したいと考えている会社が、求人票を本校に送ってきてくれるわけです。 

 就職を希望している３年生は多くの求人票をよく読み、その中から自分が

就職したいと思う会社を選ぶわけですが、「この会社にいきたい」と考えて

も、入社するには会社の採用試験に合格しなければなりません。その会社の

色々な基準や条件を満たしていなければ採用してもらえませんからね。 

 さてじつは、そんな採用条件に「タバコを吸うか、吸わないか」を組み入

れている企業が増えているのです。その理由を考えてみましょう。 

(No.392) 第14話 タバコは売れる 

－コンビニの売上の1/4はタバコが占めている... 

 タバコは有害で、吸わない方が身のためだと考えている人が多くなり、喫

煙率は低下し続けています。君たちのように最初からタバコを吸い始めない

人が増えているのに加え、「禁煙外来」と呼ばれる禁煙治療をうけられる病

院で禁煙する人も着実に増加しているからです。 

 ところが、一方でコンビニでは左下の写真のようにレジの一番目立つとこ

ろでタバコを販売しています。まるでタバコが目玉商品のような扱いです。

人々の健康を害し命さえも縮めるような商品を、どうしてこのような目に付

くところで大きく販売しているのでしょうか。 

 じつは、右下のグラフを見て下さい。なんとタバコはコンビニの主力商品

なのです。売上の四分の一がタバコだとは驚きですが、そんなに売れるのだ

から売り場面積が大きくなるのも理解できます。つまり「タバコは売れる商

品だから、目立つところで販売している」という事なのでしょうか。 

(No.393) 第15話 日本はタバコに依存している 

－タバコが売れ続けることを前提とした社会の仕組み 

 タバコは有害なのに“売れる商品”です。前回紹介したように、コンビニ

の売り上げの２６％も占めているのですから、タバコなしでは経営が苦しく

なるかもしれません。日本たばこ協会の発表によると昨年（平成２５年度）

１年間の全国の販売本数は１９６９億本だったそうです。１箱２０本だとす

ると約１００億箱です。これを３６５日で割って１日当たりにすると、毎日

約２７００万箱も売れている訳です。 
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